






























































第 1類 良質たんぱく質の給源 魚，肉，大豆
第 2類 カルシウム等の給源 牛乳，乳製品，骨ごと食べられる魚
第 3類 カロテンの給源 緑黄色野菜
第 4類 ビタミン C の給源 その他の野菜，果物
第 5類 糖質性エネルギー源 米 , パン，めん，いも
第 6類 脂肪性エネルギー源 油脂
　具体的には，学生の描いたイラストから食品を「6つの基礎食品」分類表に基づき第 1類から
第 6類に分類し，摂取している場合は 1，摂取していない場合は 0とカウントした。同じ類の食


































№ 居住形態 得点 状　況 自己評価等
2010−1 不　明 77 コーヒー 1杯 遅く起きたので時間が無かった。
2010−2 不　明 83 ロールケーキ 1個，ウーロン茶 1杯
とてもバランスが悪い。主食，主菜，副
菜をそろえるべき。
2010−3 不　明 83 ドーナツ 2個，ミルクティー 1杯
主菜が無い，野菜が無い。
反省している。
2010−4 不　明 88 ヨーグルト1個，スープ（インスタント）
とてもバランスが悪い。主食，野菜が
無い。改善したい。
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2010−5 不　明 90 バナナ 1本，水 1杯 時間が無かった。意識して改善したい。
2011−1 自宅生 64 飲むヨーグルト1本 時間が無かった。
2011−2 自宅生 60 ロールケーキ 1個，コーヒー 1杯 4時10分に食べた。






















度，2011年度とも各 1人であった。（2010年度の 1名は，コーヒー 1杯だけ飲んでいるが，6群
分類上では，カウント 0となっている。）各食品群の摂取傾向をみると，全体に低い状況であり，
































項　　　目 自　分（自宅生） 家　族（自宅生） 一人暮らし
人　　数（人） 22 29 29
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前 4時10分であった。一人暮らしでは，いずれも大学の近くに居住していると思われ，全員が 7
時以降に朝食を摂っており，最も遅い者では 8時 15 分であった。
　朝食を食べる時間は，自分で用意した自宅生と一人暮らしでは半数以上が 10分以内と早く済
ませる傾向が見られたが，家族が用意した朝食は，51.7％が 10 ～ 20分かけて比較的ゆっくり食
べている状況がうかがえた。
表７　朝食の時刻，所要時間
区　　　分 自分で用意（自宅生） 家族が用意（自宅生） 一人暮らし








～ 5時 0 0 1 3.4 0 0
5 ～ 6 時 5 22.7 1 3.4 0 0
6 ～ 7 時 4 18.1 10 34.5 0 0
7 ～ 8 時 6 27.3 5 17.2 16 55.2
8 時～ 0 0 0 0 1 3.4
未記入 6 27.3 12 41.4 11 37.9




10分以内 13 59.1 11 37.9 16 55.2
10～ 20分 8 36.4 15 51.7 10 34.5
20～ 30分 1 4.5 3 10.3 2 6.9
30分以上 0 0 0 0 0 0
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良い 同じ 劣る 良い 同じ 劣る 良い 同じ 劣る
2 13 7 5 21 3 5 16 6
割　合（％） 9.0 59.1 31.8 17.2 72.4 10.3 18.5 59.3 22.2
2　朝食欠食率の比較
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な　し 0人 0　％ 0　人 0　％ 0　人 0　％ 1　人 3.4　％
第 1類 30 60.0 21 72.4 9 40.9 16 55.2
第 2 類 27 54.0 17 58.6 10 45.5 11 37.9
第 3 類 11 22.0 10 34.5 1 4.5 7 24.1
第 4 類 25 50.0 18 62.1 7 31.8 13 44.8
第 5 類 48 96.0 28 96.6 20 90.9 27 93.1
第 6 類 24 48.0 15 51.7 9 40.9 11 37.9
平均摂取
食品数
3.2 3.8 2.5 2.9
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6　朝食を準備した者と得点との関連性

























　各食品の摂取と得点の関連を個別に見たところ，第 4類：「ビタミン C の給源となるその他 























無　し 5　人 6.70　% 1　人 3.4　% 2　人 9.1　% 2　人 6.9　%
ご　飯 25 33.3 17 58.6 3 13.6 16 55.2
パ　ン 35 46.7 9 31 12 54.5 8 27.6
菓子パン 5 6.7 1 3.4 3 13.6 1 3.4
その他 2 2.7 0 0 1 4.5 1 3.4
菓　子 3 4 1 3.4 1 14.5 1 3.4
図17　2010 年度調査　主食と得点（平均値）
図18　2011 年度調査　主食と得点（平均値）
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